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手指・手関節の蓄積外傷疾患に対するリハビリテー
ション

北海道文教大学医療保健科学部リハビリテーション学科作業療法学専攻

金子 翔拓

手指・手関節の運動器疾患に対するリハビリテーションでは，疾患の発症する要因やその病態に着目した支援が必要とな
ると考えている．本講演では，手指・手関節の運動器疾患の中でも日常臨床にて診ることの少なくない蓄積外傷疾患といわ
れる，いわゆる overuse injury に焦点を当てて報告する．
手指・手関節の蓄積外傷疾患といえば，手指屈筋 狭窄性 鞘炎（ばね指），de Quervain 病，手根管症候群がある．これ
らの疾患の特徴は，手指・手関節の使い過ぎが原因であることが多いこと，なんとなく改善してきても再発（症状の再燃）が
起こりやすいこと，リハビリテーションプログラムを計画・実施する上で何をどのタイミングで実施すべきか分かりにくい
こと，などがあるのではないかと思う．私自身の臨床経験と研究経験から紐解いた「手指屈筋 狭窄性 鞘炎（ばね指）」「de
Quervain 病」「手根管症候群」に対するリハビリテーション（装具療法，徒手療法）について述べさせていただきたい．
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